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西桂町議会議員定  数削減について検討
山崎委員長概要説明
　6 月 2 日、町民から「西桂町議会議員定数の削減について」の陳情が 84 名の署名
簿の添付を伴って提出されました。議会運営委員会の中で、柏木議長より議会改革委
員会にて審議提案があり、6 月定例議会にて議論が行われました。結論として、今回
定数削減は行わないことになりましたが、委員会における審議の内容、各議員の考え方、
全国・山梨県における議員定数、議員報酬についての参考資料を記載いたします。

② 人口要因の理由について
　人口減を議員定数に結びつけて考える根拠は弱い。人口は減少しても議員・議会の仕
事は減らない。以前に比べて地方分権・議会改革で仕事は増えている。
　今以上の削減は行政のチェック機関としての機能、町民の意見の反映等の機能が損な
われる。
　全国の西桂町と同じ規模（人口 4,000 人から 5,000 人）の町村における議員定数
　  8 人・・・２町村、　　　　　 9 人・・・   3 町村、　　　　 10 人・・・32 町村
　11 人・・・6 町村、　　　　 12 人・・・ 11 町村

  一般的な議員定数の削減が求められる主な理由
　① 財政要因　財政がひっ迫し行財政改革の観点から議会も予算を減らすべきだ。

　② 人口要因　人口が減少しているから、その代表たる議員の数も減らすべきだ。

　③ 不信要因　議会が住民の代表機関として仕事をしているようには見えない。

　④ 選挙要因　立候補者が少なく、無投票選挙になりがちだ。

 議会での議論内容
　① 財政要因の理由について
　　既に定数削減、議会費の節減努力を行っている。全国の町村と比較しても議員報酬は
　最下位であり、議員定数を減らしても 1 人か 2 人程度で削減による財政効果は小さい。
　自己財源比率３割の当町において、議会費に対する地方交付税も削減されるため効果は
　少ない、むしろ二元代表民主制としての役割が損なわれることの方が大きい。   

 議員定数の決め方と定数削減の流れ
　　法律で人口段階別に応じた上限数が定められています。
　　西桂町の場合は、人口区分が 2,000人から 5,000人未満であり、議員定数は 14名ま 
　で認められています。以前の定数は 12 名でしたが、地方自治法の改正に伴い平成 14 
　年 12 月の議会において 10 名に削減されました。
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西桂町議会議員定  数削減について検討

都道府県名 町　村　名順位 議　　長 副　議　長 議　　　員住民基本台帳
人口（人）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

49
50
51
52
53
54

愛知県
沖縄県
熊本県
山形県
山形県
福島県
鳥取県
岡山県
北海道
秋田県
熊本県
新潟県

長野県
長野県
長野県
北海道
長野県
山梨県

飛鳥村
竹富町
津奈木町
鮭川村
戸沢村
広野町
日南町
久米南町
浦幌町
井川町
相良村
刈羽村

木島平村
阿南町
南木曽町
羅臼町
上松町
西桂町

（単位：円）

➡︎ ➡︎➡︎ ➡︎➡︎ ➡︎

  全国の西桂町と同じ規模（人口4,000人から5,000人）の 
  町村における議員報酬 全国 54 町村中最下位

 山梨県の町村における議員報酬 県内 14 町村中 12 位

町村名 議　　長 副　議　長 議　　　員住民基本台帳
人口（人）

富 士 川 町
昭　和　町
富士河口湖町
丹 波 山 村
南　部　町
市川三郷町
早　川　町
身　延　町
忍　野　村
山 中 湖 村
鳴　沢　村
西　桂　町
道　志　村
小　菅　村

15,113
20,327
26,553

559
7,722

15,784
1,049

11,506
9,675
5,816
3,150
4,299
1,674

714

295,000
280,000
252,000
215,000
220,000
230,000
218,000
218,000
200,000
205,000
180,000
200,000
160,000
171,000

240,000
214,000
202,000
183,000
176,000
180,000
174,000
174,000
170,000
175,000
158,000
160,000
140,000
142,000

220,000
189,000
174,000
160,000
158,000
157,000
156,000
156,000
155,000
155,000
150,000
145,000
130,000
121,000

（単位：円）

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

4,810
4,376
4,542
4,176
4,505
4,791
4,549
4,816
4,670
4,720
4,437
4,571

4,713
4,562
4,119
4,969
4,427
4,299

395,000
310,000
310,000
310,000
310,000
276,000
316,000
280,000
318,000
252,000
281,000
290,000

257,000
239,400
242,000
222,000
240,500
200,000

310,000
265,000
255,000
250,000
250,000
240,000
235,000
240,000
254,000
225,000
232,000
229,000

180,000
172,200
170,000
178,000
164,900
160,000

290,000
250,000
233,000
230,000
230,000
222,000
221,000
220,000
212,000
212,000
211,000
210,000

155,000
150,100
150,000
148,000
145,500
145,000

議会改革検討
特別委員会事業

令和元年 7月 1日現在

令和元年 7月 1日現在
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① 二元代表民主制について
　　独任制の町長と合議制の議会が緊張感を持って対抗し、より良い決定を
　導き出す。
　  そのためには議員が何人必要か？

② 議会の役割について
　参加する議会
　　議員は住民の参加を積極的に求め、政策立案する。
　討議する議会
　　議員と議員、町長と議員、議員と町民が討議して、より良い決定をする。
　提言する議会
　　議会として積極的に政策、行財政のあり方を提案する。

皆様のご意見を求めます。皆様のご意見を求めます。
お気軽に議員へ声をかけてくださいお気軽に議員へ声をかけてください

今後、議論を深めていかなければならない課題今後、議論を深めていかなければならない課題

 山梨県の町村における議員定数
③ 不信要因の理由について
　議会に対するマイナスイメージ ( 役に立っていな
い議会 ) が強いから、議論が議員定数を減らす方向
になってしまう。もっと議会は自己改革の努力を
行わなければいけない。

④ 選挙要因の理由について
　議員・議会への評価が低く、かつ待遇も悪いと
なれば議員に出ようという意欲はわかない。
　議会活動・議員活動を高め、住民との交流を行う
ことで議員の評価を高めていくことが重要である。
　地域住民も「住民自治の根幹」である議会を自
らの問題と捉え、積極的に議員との関与を持って
いくことが求められる。

町村名 議員の定数
（人）

人口（人）
住基台帳

市川三郷町
早　川　町
身　延　町
南　部　町
富 士 川 町
昭　和　町
道　志　村
西　桂　町
忍　野　村
山 中 湖 村
鳴　沢　村
富士河口湖町
小　菅　村
丹 波 山 村
合　計

15,784
1,049

11,506
7,722

15,113
20,327
1,674
4,299
9,675
5,816
3,150

26,553
714
559

123,941

14
8

14
12
14
14
10
10
12
12
10
16
8
6

160
令和元年 7月 1日現在
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それぞれの町議会議員の意見
5 番議員　中村常実
　議員削減には反対です。私の意見は、
　　議長、副議長
　　総務常任委員長、副委員長
　　建設文教常任委員長、副委員長
　　議会広報常任委員長、副委員長
　　議会運営委員長、副委員長の計 10 名
　従来通りの 10 名で良いと思います。

6 番議員　渡部　保
　町議会の議員の定数は、現在の 10 名でよいと考え
ております。近隣町村の少ない人口から見ると、
　丹波山村は、人口 559 人に対し、議員は 6 名。
　小菅村は、人口 714 人に対し、8 名。
　道志村は、人口 1,674 人に対し、10 名。
　鳴沢村は、人口 3,150 人に対し、10 名。
　このように、本町より人口の少ない道志村、鳴沢村
を見ても 10 名であり、現状の 10 名を維持しながら、
町民の意見を反映して、他の町村の良所を勉強し、西桂
町が発展していくためには、10 名が必要だと考えます。
　議員で構成する委員会も、5 委員会設けているため
10 名は必要です。

7 番議員　柏木　正
　約８年余り議員活動をさせていただいたなかで、常
任委員会はもとより、各種委員会、理事会、協議会な
ど近年、会議が増え各議員を派遣し対応をしていると
ころであります。今回審議されました議員定数削減の
件ですが、現状の 10 名が妥当だと考えております。
　残り少ない任期ではございますが、議員活動を精力
的に取り組んでいきたいと思います。

9 番議員　岩田裕展
　議会の最大の役割は、議決することです。町の提案
する議案は、議会が議決することで政策の遂行、予算
の執行が可能となります。
　例えば定数を 5 人にした場合、3 人の意見が合えば
すべて否決もできるし、執行部に無理な要求もできる。
わずか 3 人の悪意で行政は停滞してしまいます。
　現状の 10 人の議員が意見を出しながら、行政への
チェック機能を果たし、住み良い町にしていくことが
肝要です。

10 番議員　瀧口幸男
　議会制民主主義の中で、諸先輩の方々が決めた現状の人
数でよいと思います。

1 番議員　山崎泰洋
　定数 10 名は適正と考えます。ただ、西桂町の議会
議員は、各地域の代表としての意味合いが強く意識さ
れていること、議員定数が奇数定員になることで議長・
委員長の決定権が強化されることから、今後定数９名
の是非が議論として必要だと思います。いずれにして
も、議員と町民が一体となってより良い行政運営に関
与していくことが大切です。

2 番議員　武藤隆義
　全国の人口 4,000 人から 5,000 人の町村議会では、
議員 12 人が 11 議会，議員 11 人が 6 議会、議員 10
人が 32 議会、議員９人が３議会、議員８人が２議会
であり、西桂町議会の議員数が突出して多いわけでは
ありません。議員報酬についても最下位であり、議員
経費は低く押さえられています。
　近年、少しずつ議員定数を減らしてきましたが、人
口減を議員定数に結びつける根拠はありません。人口
は減少しても議員・議会の仕事は減らないからです。
むしろ近年は地方分権・議会改革などで仕事は増大し
ています。
　また、議員定数が減った場合、議員の意見・提案が
偏る可能性があり、二元代表民主制の意義である町長
と議会が緊張感を持って対抗していくことにより、よ
りよい決定を導き出す体制がくずれてしまいます。以
上の理由から、議員定数削減に反対します。

3 番議員　勝俣豊一
　議員活動において定数は、現状の 10 名で良いと思
います。
　行政、執行機関と議会は両立で、一歩離れ、二歩離
れるなかでの心構えで、議会運営上、現状定数で良い
と考えております。

4 番議員　酒井基和
　議員数が少なければ、住民の民意が議会に反映され
なくなる恐れがありますし、住民の代表として審議決
定をするわけですから、それに相応しい人数がいた方
が良いと思います。
　また、行政運営の方向性というものを見ていく上で
も多種多様な視点というものが必要ではないでしょうか。
　議員定数を減らせば、経費削減になると簡単に言い
ますが、議員歳費は大部分が交付税で賄われています
ので定数削減しても交付税が減額されるだけなので、
大した経費削減にはなりませんので議員定数削減には
反対です。

　　　※ 議席番号順
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意見交換会で頂いたご意見を
６月 19日町長へ提出しました

１　ふるさと夏まつり盆踊りの再開
　　  以前はふるさと夏まつりで盆踊りをしていましたが、数年前より行われていません。今小学 
       校では、全校踊りで西桂小唄を踊っています。子どもからお年寄りまで参加できる盆踊りは、 
         町民に一体感が生まれる行事ですので再開をお願いします。

２　空き家対策の強化
　　  人口が 4,300 人を割っています。人口増加につながると思うので、空き家バンクを活用した 
         空き家対策の強化をお願いします。

３　読み聞かせによる幼児教育施策の推進
　　  子ども達が読む力をつけられるように、いつも絵本に触れられ、読み聞かせができる環境が 
         整うブックファースト、セカンド、サード等の幼児教育施策をお願いします。

４　町内活動団体への補助金増額
　　  町内に活動しているいろいろな団体への補助金をもう少し上げていただきたいです。

５　町の行事予定の再考
　　  文化祭とボランティア祭の日程が非常に近いので、どちらにも参加する団体は準備が大変で 
         す。年間行事予定を再考してください。

６　災害を考慮した道路の拡幅
　　  台風 19 号が襲来した時、避難したのですが、道路が非常に狭く問題だと思いました。

７　ふるさと納税の積極的な推進
　　  西桂町を全国にアピールするためにも、積極的に情報発信をしてほしいです。

８　ふれあいサロンの充実
　　  サロンが活性化するように新しい事業を考えてほしいです。

９　観光スポットの発掘と情報発信の充実
　　  西桂町は富士山の写真を撮るには 1 番良いと聞いたことがあります。新たなビュースポット 
         の発見・開発を含めて観光情報の発信をお願いします。

10  三ツ峠へのロープウェイ整備
　　  観光振興策として、三ツ峠ロープウェイを考えてほしいです。

11　「広報にしかつら」へスポーツ少年団の活躍を掲載
12　小学校体育館 LED 照明化
13　小学校 Wi-Fi のフリー化
14　高校生の医療費窓口無料化

提 案 事 項

町へ
政策提言

左から、山崎議会改革検討委員長、柏木議長、小林町長
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　　左から、岩田建設文教委員長、酒井総務委員長、小林町長、柏木議長　

議会より

各種事業を各種事業を  

より良いより良い
施策を施策を
求む！！求む！！

❶ 新型コロナウィルス感染症の影響による失業者への助成
❷ ひとり親世帯への助成
❸ 西桂町出身の大学生・大学院生など学生への助成
❹ 各種団体への助成
　　寿クラブ、ボランティア、文化協会、各種サークル、軽スポーツ、スポーツ少年団な 
　　ど町内で活動するグループを対象
❺ 町内商工事業者への経済対策としての消費喚起事業
　　商工会員の事業所で使える今までにないプレミアム商品券（300 円で 500 円分）を 
　　発行する
❻ 出生特別祝い金の支給
　　令和 2年 4月 28日から令和 3年 3月 31日までに生まれた子供に対し、特別祝い金 
　　として支給する
❼ 商工事業者支援
　　商工会加盟の事業者に、新型コロナウィルス感染症による影響を緩和するための事業 
　　継続支援としての交付金事業
❽ 販路対策支援
　　商工事業者の「新しい生活様式」に対応した店舗改装費、通販に対応するための 
　　ウェブ事業費等に対して助成
❾ 宿泊事業者・施設への支援
　　町内宿泊事業者への「新しい生活様式」に対応するための改装費への助成及び宿泊費 
　　に対する補助事業
❿ 家賃補助事業
　　国の家賃補助事業の対象者は、ひと月の売り上げの減少が 50％になった事業所が対 
　　象となっている。
　　減少率が 50％に満たない事業所が対象から漏れてしまっていることから、町単独事 
　　業として、減少率 30％から 50％の事業者へ対象者を拡充することによる事業者支援

全員協議会において、新型コロナウイルス感染症に伴う支援策について話し合い、全員協議会において、新型コロナウイルス感染症に伴う支援策について話し合い、
各議員からの提案を 6 月 25 日、町長に提出しました。各議員からの提案を 6 月 25 日、町長に提出しました。

国の新型コロナウィルス対策２次補正予算決定しました。国の新型コロナウィルス対策２次補正予算決定しました。

提 案 
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令
和
２
年
６
月
定
例
会
・
本
会
議

町内全世帯に不織布マスク及び
次亜塩素酸消毒液の配布

ス
の
見
直
し
、
世
界
に
青
空
が
広
が
っ
た
こ

と
か
ら
、
環
境
保
全
の
動
き
の
加
速
化
、
教

育
面
に
お
い
て
も
、
休
校
に
よ
る
学
習
の
遅

れ
を
補
完
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
導
入
な

ど
、
社
会
経
済
が
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
最

も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
コ
ロ

ナ
以
前
の
形
に
戻
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

り
、社
会
や
組
織
、個
人
の
存
在
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
30
日
に
成
立
し
た
国
の
令
和

２
年
度
第
１
号
補
正
予
算
に
お
い
て
、
事
業

規
模
１
１
７
兆
円
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
経
済
対
策
を
受
け
て
、
住

民
１
人
あ
た
り
一
律
10
万
円
を
支
給
す
る

「
特
別
定
額
給
付
金
」
や
児
童
手
当
受
給
世

帯
に
児
童
１
人
あ
た
り
１
万
円
を
支
給
す
る

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」
の
国
庫

補
助
事
業
と
合
わ
せ
、
マ
ス
ク
や
次
亜
塩
素

酸
水
の
全
戸
配
布
を
始
め
と
し
た
様
々
な
町

単
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
２
年
度
西
桂
町

　

感
染
症
を
中
心
と
す
る
病
は
、
人
類
の
歴

史
で
何
度
も
危
機
を
も
た
ら
し
、
そ
の
度
に

社
会
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。

　

感
染
症
は
人
の
移
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
の
重
要
性
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
の
安
政
年
間
に
お
け
る
コ
レ
ラ
、
明

治
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
い
ず
れ
も
交
通
の

要
衝
か
ら
地
方
へ
広
が
っ
て
お
り
、
西
桂
町

に
お
い
て
も
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
が
、
何
と
か
こ
れ
を
克
服
し
て
き
ま
し

た
。

　

歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
、
歴
史
は
証
言
し
て

お
り
ま
す
。
今
こ
そ
風
土
の
歴
史
と
知
恵
に

学
ん
で
、
コ
ロ
ナ
渦
を
乗
り
越
え
て
い
く
と

と
も
に
、
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
世
の
中
に
な
る
流
れ
が
顕
著
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
恒
常
化
に
よ
る
社

会
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

働
き
方
改
革
に
よ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
５
月
１

日
に
専
決
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５
月
29

日
の
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
ご
承
認
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
に
お
い
て
は

ス
ピ
ー
ド
感
が
重
視
さ
れ
る
中
、
５
月
５
日

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
受
付
を
開
始
し
、
同

月
19
日
よ
り
給
付
、
郵
送
申
請
受
付
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
予
定
を
前
倒
し
し
て
５
月
14

日
に
町
内
全
世
帯
に
郵
送
を
行
い
、
同
月
15

日
よ
り
受
付
開
始
、
同
月
26
日
よ
り
給
付
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
６
月
10
日
現

在
で
申
請
対
象
者
数
に
占
め
る
申
請
割
合
は

99
・
２
％
、
振
込
割
合
は
98
・
３
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
及

び
町
単
独
の
子
育
て
世
帯
応
援
特
別
給
付
金

に
つ
い
て
は
６
月
17
日
よ
り
給
付
を
開
始
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
５
月
臨

時
議
会
に
上
程
し
ま
し
た
「
西
桂
町
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
計
画
」
に

掲
げ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
概
ね
順
調
に
執

行
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
感
染
症
が
も
た
ら
す
影
響

が
長
期
化
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
対
応

が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

一
過
性
で
は
な
く
中
長
期
的
に
町
民
の
皆

様
、
事
業
者
の
皆
様
を
継
続
的
に
支
援
す
る

た
め
、
国
が
創
設
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
フ
ル
活
用
し
て
の
新
た
な
支
援
策
、「
第

２
次
西
桂
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
５
本
の
柱
に
分
類
し
て
お
り
ま

す
が
、
ま
ず
、
世
帯
・
事
業
者
対
策
と
い
た

し
ま
し
て
、
水
道
使
用
料
を
５
月
分
か
ら
10

月
分
ま
で
の
計
３
期
、
６
ヵ
月
分
を
完
全
無

料
と
す
る
事
業
、
ま
た
、
高
齢
者
支
援
対
策

と
い
た
し
ま
し
て
、
感
染
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
が
高
く
、
特
に
外
出
自
粛
を
し
て
お
ら
れ

る
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に
、
１
人
あ
た

り
１
万
円
を
支
給
す
る
事
業
、
公
共
空
間
で

の
感
染
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
る
た

小林町長　所信表明

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
に
関
す
る
各
種
支
援
策

救
助
資
機
材
搭
載
型

　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
配
備



－ 9－

め
、
避
難
所
の
衛
生
管
理
を
確
保
す
る
た
め

の
各
種
資
機
材
の
購
入
事
業
、
公
共
施
設
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、
低
濃
度
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
や
、
来
訪
者

の
中
か
ら
速
や
か
に
発
熱
者
を
感
知
す
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
等
の
購
入
事

業
、
次
に
、
学
童
保
育
の
感
染
予
防
対
策
と

い
た
し
ま
し
て
、
学
童
保
育
時
に
「
密
」
に

な
ら
な
い
た
め
の
座
卓
の
追
加
購
入
事
業
か

ら
な
る
計
画
で
あ
り
、
本
計
画
に
盛
り
込
み

ま
し
た
各
種
事
業
を
、
令
和
２
年
度
西
桂
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
と
し
て
本

日
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
で
は
第
１
号
補
正
予
算
に
続
い

て
、
事
業
規
模
を
同
じ
く
１
１
７
兆
円
と
す

る
追
加
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
」
を
５
月
27
日
に
閣
議
決
定

し
、
そ
の
中
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
つ
い

て
も
１
次
補
正
の
２
倍
の
２
兆
円
を
都
道
府

県
や
市
町
村
な
ど
全
国
地
方
自
治
体
に
交
付

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
の
当
町
に
お
け
る
交
付
額
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
ら
、感
染
症
の
第
２
波
、

第
３
波
に
備
え
る
た
め
、
積
極
的
、
か
つ
効

果
的
な
活
用
を
図
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
事
態
の
推
移
と
国
の
動
向
に
注

視
し
、
鋭
意
検
討
を
重
ね
、
感
染
症
対
策
の

第
２
弾
、
第
３
弾
と
、
必
要
な
対
策
を
、
必

要
な
時
期
に
、
躊
躇
な
く
機
動
的
に
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
防
災
の
推
進

　

今
後
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害
、
近
年
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
台
風
や
集
中
豪

雨
、
土
砂
災
害
等
の
自
然
災
害
に
備
え
る
た

め
、
地
域
防
災
力
の
中
核
で
あ
る
消
防
団
の

充
実
強
化
、
消
防
団
員
の
安
全
対
策
等
の
強

化
を
推
進
す
る
た
め
、
消
防
団
の
車
両
及
び

資
機
材
の
整
備
を
行
い
、
西
桂
町
消
防
団
本

団
に
「
救
助
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
」
を
配
備
い
た
し
ま
し
た
。

　

配
備
さ
れ
た
消
防
車
は
、
多
種
多
様
な
災

害
を
想
定
し
た
資
機
材
が
搭
載
さ
れ
、
消
火

活
動
を
中
心
に
、
救
助
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
高
輝
度
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
、
搬
送
担
架
等
の
救
急
資
材
な
ど

が
装
備
さ
れ
、
現
場
で
の
活
躍
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

今
後
は
消
防
団
の
訓
練
の
充
実
を
図
り
、

地
域
住
民
と
協
力
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
消
防
団
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
問
題
を
抱
え
て
い
る

当
町
に
お
い
て
、
町
の
資
源
で
あ
る
地
下
水

を
活
用
し
、
N‌
E‌
S‌
I‌

C
陸
上
養
殖
株
式
会

社
が
進
め
る「
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養
殖
事
業
」

の
用
地
購
入
が
５
月
に
完
了
し
、
６
月
よ
り

井
戸
工
事
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
・
地
域

を
興
す
活
力
あ
る
ま
ち
の
形
成
に
結
び
つ

き
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
『
人
が

輝
く
、
地
域
が
輝
く
ま
ち　

に
し
か
つ
ら
』

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
業

を
は
じ
め
、
多
く
の
産
業
が
停
滞
し
て
お
り

ま
す
が
、
官
民
一
体
と
な
り
、
住
民
が
安
心

し
て
生
活
を
営
み
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら

れ
る
社
会
環
境
を
つ
く
り
出
し
、「
し
ご
と
」

が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、そ
の
「
ひ
と
」
が
「
し

ご
と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小林町長　所信表明

陸上養殖場イメージ図

75 歳以上の方へ特別給付金を支給

救助資機材搭載型消防ポンプ自動車
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令
和
２
年
６
月
定
例
会
・
各
常
任
委
員
会
審
査　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

４
０
８
８
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

２
９
億
２
９
５
８
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
交
付
限
度
額
の

５
２
４
３
万
円
を
満
額
充
当
す
る
他
、
県
支

出
金
の
国
勢
調
査
委
託
金
及
び
諸
収
入
の
受

託
保
育
運
営
費
負
担
金
を
追
加
計
上
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
１

年
延
期
に
伴
い
、
フ
ラ
ン
ス
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

チ
ー
ム
の
事
前
合
宿
が
延
期
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
事
前
合
宿
時
の
中
学
校
体
育
館
改

修
工
事
の
財
源
と
し
て
い
た
公
共
施
設
整
備

基
金
繰
入
金
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
経
費
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
な
ど
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
予
算
の
調
整

に
充
当
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金
を
減
額
い

た
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
経
費
と
し
て
各
種
新
規
事
業

を
取
り
ま
と
め
、
民
生
費
に
お
い
て
は
感
染

リ
ス
ク
が
高
く
、
特
に
外
出
自
粛
を
し
て
い

る
高
齢
者
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
75
歳
以

上
の
方
に
１
人
あ
た
り
１
万
円
を
支
給
す
る

た
め
の
経
費
や
、学
童
保
育
に
お
け
る
「
密
」

を
避
け
る
た
め
の
座
卓
購
入
経
費
を
、
衛
生

費
に
お
い
て
は
、
町
内
全
世
帯
及
び
全
事
業

所
の
水
道
料
金
計
３
期
分
の
全
額
免
除
を
行

う
た
め
の
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金
追
加

及
び
、
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置
経
費
を
、
消
防
費
に
お

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
避
難
所
内
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
経
費
や
、
公
共
施
設
感
染
拡
大
防
止
経

費
を
そ
れ
ぞ
れ
事
業
化
す
る
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
や
不
要
不
急
の
経

費
を
削
減
す
る
観
点
か
ら
、
さ
く
ら
祭
り
や

三
ツ
峠
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
の
中
止
、ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
経
費
の
未
使
用
等
に
伴

い
、
当
初
計
上
し
た
予
算
の
大
幅
な
削
減
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
各

費
目
に
当
初
計
上
し
た
職
員
人
件
費
に
つ
い

て
も
現
状
の
職
員
配
置
に
合
わ
せ
て
増
減
を

図
り
ま
し
た
。

（
主
な
委
員
質
疑
）

瀧
口
委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
支
援
策
を
周
知
し
て
ほ
し
い
。

小
澤
総
務
課
長　

町
の
広
報
で
周
知
い
た
し

ま
す
。

武
藤
委
員　

水
道
料
の
減
免
に
合
わ
せ
て
下

水
道
料
の
減
免
も
で
き
な
い
か

重
森
建
設
水
道
課
長　

検
討
し
ま
す
。

　
物
品
供
給
契
約
の
締
結

　

西
桂
町
消
防
団
第
一
分
団
、
第
四
分
団
及

び
第
五
分
団
配
備
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
が
、
購
入
か
ら
25
年
以
上
経
過
し
、
老

朽
化
が
激
し
い
た
め
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

軽
積
載
車
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
に
購
入
い
た

し
ま
す
。
入
札
の
結
果
、
㈲
中
村
ポ
ン
プ
工

作
所
が
落
札
い
た
し
ま
し
た
。
納
期
は
令
和

２
年
12
月
20
日
で
す
。

（
主
な
委
員
質
疑
）

岩
田
委
員　

消
防
団
に
と
っ
て
12
月
は
火
災

の
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
そ
の
前

に
少
し
で
も
訓
練
が
で
き
る
よ
う
、
納
期
を

早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

小
澤
総
務
課
長　

納
期
限
よ
り
早
め
に
納
車

で
き
る
か
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

７５歳以上の方に 1 人あたり 1 万円を支給

町内全世帯及び全事業所の水道料金３期分全額免除

小型動力ポンプ付積載車

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

新型コロナウイ  ルス感染症支援事業
国民健康保険税率の引き下げ

負担額が約２０％減額
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
被
保
険
者
へ
の
支
援

措
置
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
率

の
減
額
改
正
と
、
国
民
健
康
保
険
税

減
免
申
請
書
の
提
出
期
限
の
特
例
を

設
け
る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

（
主
な
委
員
質
疑
）

山
崎
委
員　

減
税
は
喜
ば
し
い
で
す

が
、
元
の
税
率
に
戻
す
の
は
大
変
な

こ
と
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

の
臨
時
措
置
で
あ
り
、
長
く
て
も
２

年
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

周
知
す
る
よ
う
、
慎
重
に
お
願
い
し

ま
す
。

小
川
税
務
住
民
課
長　

財
政
状
況
に

よ
っ
て
は
、
１
年
で
改
正
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
臨
時
的
な
措
置

の
た
め
、
税
率
を
戻
す
こ
と
が
前
提

で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。　

武
藤
委
員　

減
免
は
、
遡
っ
て
行
う

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
２

月
か
ら
で
良
い
で
す
か
。
ま
た
、
還

付
と
な
っ
た
場
合
の
対
象
者
へ
の
周

知
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

小
川
税
務
住
民
課
長　

国
の
基
準
で

令
和
２
年
２
月
に
遡
っ
て
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
減
免
申
請
が
あ
っ
た

方
に
対
し
て
、
過
納
分
の
還
付
を
お

知
ら
せ
を
し
ま
す
。

岩
田
委
員　

税
率
改
正
の
対
象
者
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
川
税
務
住
民
課
長　

国
の
制
度

は
、
収
入
の
減
少
が
３
／
10
以
上
に

な
っ
た
方
が
減
免
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
税
率
改
正
は
、
収
入
の
減
少
が

３
／
10
未
満
の
国
の
減
免
制
度
か
ら

漏
れ
た
方
を
救
う
た
め
の
改
正
で
、

対
象
は
被
保
険
者
全
員
と
な
り
ま

す
。

岩
田
委
員　

収
入
の
減
少
が
３
／
10

以
上
に
な
っ
た
の
は
い
つ
の
時
点
で

判
断
す
る
の
で
す
か
。

小
川
税
務
住
民
課
長　

一
年
間
を
通

し
て
の
減
収
見
込
み
で
す
。

山
崎
委
員　

収
入
減
少
の
算
出
方
法

は
、
国
の
経
済
対
策
の
申
請
の
ほ
と

ん
ど
が
１
ヶ
月
単
位
で
す
。
算
出
方

法
が
明
確
で
な
い
と
、
申
請
を
た
め

ら
う
方
が
で
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
被
保
険
者
に
わ
か
り
や
す
い

方
法
で
周
知
を
し
て
く
だ
さ
い
。

西
桂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

令和２年度一般会計補正予算（第 3号）

令和２年度 国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和２年度 簡易水道特別会計補正予算（第１号）

令和２年度下水道特別会計補正予算（第 1号）

〇歳入　・基金繰入金の減額 ・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国庫補助）の追加　
〇歳出　・新型コロナウイルス感染症対応経費（75歳以上の高齢者特別給付金・水道使用料免除・避難所感染
　　　　　防止対策・公共的施設の感染拡大防止対策）の追加
　　　　・仏フェンシングチーム事前合宿中止に伴う渡航費・交流補助金・中学校体育館改修費の減額
　　　　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のための各種

〇歳入　・新型コロナウイルス感染症対策に係る税率改正に伴う国保税の減額及び財政調整基金の繰入金の追加
〇歳出　・人事異動に伴う職員人件費の追加　

〇歳入　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国庫補助）に伴う予算組替　
〇歳出　・人事異動に伴う職員人件費の減額　

〇歳入　・人事異動に伴う職員人件費分繰入金の減額　
〇歳出　・人事異動に伴う職員人件費の減額

４０８８万円

　４９万円

▲３万円

▲２７６万円

２９億２９５８万円

３億７０４０万円

１億１８７万円

２億８６９万円

（１万円未満四捨五入）

６月定例会・補正予算　全員賛成
会　　　　　計 補　正　額 補正後の予算総額

新型コロナウイ  ルス感染症支援事業
国民健康保険税率の引き下げ

負担額が約２０％減額

　令和２年西桂町議会６月
定例会は、６月１２日から
１９日までの８日間の会期
で開かれ、承認案、条例案、
各 会 計 の 補 正 予 算 案 な ど
１１件の議案について、慎
重な審議を行ないました。
　主な審議は内容を要約し
てお伝えします。

６月定例会

T_0248
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　歳入歳出予算の総額に、それぞれ 4億 6,065 万円を追加し、予算の総額を 28億 8,954 万円とする
ものであります。
　令和２年度一般会計補正予算（第 1号）歳入においては、国庫支出金として、特別定額給付金関係の
総務費国庫補助金、子育て世帯臨時特例給付金関係の民生費国庫補助金、県支出金として、N‌E‌S‌I‌C 陸
上養殖株式会社に関する企業的農業経営推進支援モデル事業補助金を事業の実施に伴い新規に計上す
るとともに、新型コロナウイルス感染症対策で、外出自粛を余儀なくされている町民の皆様の生活支援
事業の財源として、財政調整基金からの繰入金を追加計上いたしました。
　歳出においては、企画費において、町民１人あたり 10万円を支給する「特別定額給付金」給付事業
費 4億 2,946 万円を計上し、児童措置費においては、国庫補助事業として児童手当受給者に対し、児
童１人あたり 1万円を給付する「子育て世帯臨時特別給付金」給付事業に 657万円を計上するとともに、
町単独事業として 18歳までの子どもを育てる保護者に対し、子ども１人あたり 1万円を給付する「西
桂町子育て世帯応援特別給付金」事業に 692万円を計上いたしました。
　その他、農業振興費においては農地利活用推進事業経費としてN‌E‌S‌I‌C 陸上養殖株式会社建設用地内
の赤線・青線の付替事業経費を 725 万円計上いたしました。さらに、新型コロナウイルス感染症対策
経費として、各種新規事業を取りまとめ、総務費においては、失
業・減収対策として、パートタイム会計年度任用職員雇用のため
の経費を、民生費においては、子育て対策として、学童保育の有
償ボランティア雇用拡充を図るための経費を、衛生費においては、
町内全世帯に対する不織布マスク及び、次亜塩素酸消毒液の配布
経費、小中学校の児童・生徒などへの布製マスク配布経費、保健
師等の感染防護対策として防護服、N‌95 マスク等購入経費を、商
工費においては、小規模事業者持続化補助金に伴う I‌T 環境整備
経費を事業化する予算を計上いたしました。

令
和
２
年
５
月
臨
時
議
会
・
本
会
議

　　　　　　　　　　　　　町議会議員の発議により、「西桂町議会議員の議員報酬の特例に関する条 
　　　　　　　　　　　　例」を制定いたしました。
　制定の理由につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大により、外出自粛を行っている町民
や緊急事態宣言に基づき休業や営業時間短縮の要請によりまして、深刻な影響を受けている町民と町
内事業者の状況を踏まえ、町議全員の議員報酬等の減額改定を実施するための条例案を５月 29日開催
の臨時議会において、可決しました。
　このことによりまして、本年６月１日から10月 31日までの５か月間、議員の報酬月額を５％減額し、
減額分については、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策や経済対策に係る経費の財源に充てるよ
う町長にお願いいたしました。
　また、西桂町長、教育長においても給料の減額をいたしました。町長についは、月額 10％の減額、
教育長は、月額７％の減額、 期間は、町議会議員と同様に６月１日から 10月 31日までの５か月間です。
　これにより、期間中における削減効果額は、町長、教育長、町議会議員合わせて 84万円となります。

西桂町議会議員報酬 5％引き下げ
新型コロナ対策支援に！

条 例 制 定

提 案 理 由

町内全世帯に不織布マスク及び
次亜塩素酸消毒液の配布

令和２年度 一般会計補正予算（第１号）
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G‌

I‌

G‌

A
ス
ク
ー
ル
構
想

山
崎
委
員　

全
国
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
ギ

ガ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
設
備
が
間

に
合
わ
な
い
と
い
う
危
惧
が
情
報
と
し
て
あ

り
ま
す
。
西
桂
町
に
お
い
て
は
、
現
状
の
進

捗
率
、
並
び
に
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

川
村
教
育
長　

今
の
と
こ
ろ
の
進
捗
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
補
正
予
算
を
組
み
ま
し
た

の
で
、
校
内
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
発

注
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
９
月
か
10
月
頃
に
は

完
成
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
国
は
、

以
前
３
年
間
を
か
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
端

末
を
揃
え
る
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
補
正

予
算
に
お
い
て
全
額
前
倒
し
で
行
っ
て
も
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
か
ら
の
通
知

は
今
の
と
こ
ろ
来
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
受
け
て
補
正
予
算
を
組
ん
で
、
今

年
度
中
に
何
と
か
端
末
ま
で
揃
え
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

山
崎
委
員　

経
済
状
況
か
ら
行
き
ま
す
と
、

生
産
の
ほ
う
が
ほ
ぼ
追
い
付
か
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
環
境
に
任
せ
て
い
る
と
来

年
以
降
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
辺
を
考
慮
し
て
、
是
非
、
早
め
の

機
器
の
手
配
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

川
村
教
育
長　

県
が
一
斉
に
注
文
を
受
け

て
購
入
し
、
補
助
上
限
額
が
１
台
あ
た
り

４
万
５
千
円
で
、
そ
の
範
囲
以
内
で
購
入
で

き
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
中
に
全

部
揃
う
か
心
配
で
す
が
、
県
に
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

山
崎
委
員　

４
万
円
台
の
パ
ソ
コ
ン
は
世
界

的
に
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
の
方
へ
も
よ
り
一
層
早
く
購
入
す
る
よ

う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
各
自
治
体
で
競
争

と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
プ
ッ
シ
ュ
す
る

よ
う
強
く
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
町
長　

先
日
、
富
士
・
東
部
地
域
の
県

議
会
議
員
が
事
情
を
聞
き
取
り
に
き
ま
し

て
、
県
で
い
ち
早
く
、
情
報
端
末
の
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
中
と
言
わ
ず
、
な
る
べ
く
今
年
中

に
揃
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
、
第
２
波
、
第
３
波
が
来
た
場
合
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
。そ
う
言
う
意
味
か
ら
も
、

県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
・
総
務
常
任
委
員
会
審
査

緊急事態宣言解除後の小学生元気よく登校

令和元年度 西桂町一般会計補正予算（第 6号）（専決処分）

令和元年度 西桂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）（専決処分）

令和２年度 一般会計補正予算（第 1号）（専決処分）

令和２年度 国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）（専決処分）

令和２年度一般会計補正予算（第 2号）

〇歳入　・地方交付税の確定による追加　　　・基金繰入金の減額
〇歳出　・庁舎建設基金積立の追加　　　　　・道路維持費等の減額　

〇歳入　・医療給付費に係る一般会計繰入金の追加　
〇歳出　・後期高齢者広域連合負担経費の追加

〇歳入　・新型コロナウイルス感染症対策に係る特別定額給付金、児童手当臨時特別給付金等（国庫補助金）
　　　　　の追加　　　 ・農林水産業費県補助金の追加　　　・基金繰入金の追加
〇歳出　・新型コロナウイルス感染症対策に係る特別定額給付金、児童手当臨時特別給付金、子育て世帯応援
　　　　　特別給付金、不織布マスク及び次亜塩素酸水等支給経費の追加　   ・農地利活用推進事業経費の追加　

〇歳入　・特別調整交付金（傷病手当金分）の追加　
〇歳出　・新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の追加　

〇歳入　・基金繰入金の減額
〇歳出　・特別職等（町長、教育長、町議会議員）報酬の減額

１５０万円

　１５３万円

４億６０６５万円

２６万円

▲８４万円

２３億３２６７万円

８９６９万円

２８億８９５４万円

３億６９９１万円

２８億８８７０万円

（１万円未満四捨五入）

５月臨時会・補正予算　全員賛成
会　　　　　計 補　正　額 補正後の予算総額
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令
和
２
年
６
月
定
例
会
　
各
常
任
委
員
会
審
査

５月臨時会・条例制定改正等　全員賛成

６月定例会・条例制定改正等　全員賛成

職員の服務の宣誓に関する条例の一
部改正（専決処分）

西桂町税条例等の一部改正
（専決処分）

西桂町国民健康保険税条例の一部改
正（専決処分）

西桂町介護保険条例の一部改正
（専決処分）

西桂町税条例の一部改正（専決処分）

西桂町国民健康保険条例の一部改正
（専決処分）

西桂町長及び教育長の給与の特例に
関する条例の制定

西桂町特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正

西桂町国民健康保険税条例の一部改正

西桂町後期高齢者医療に関する条例
の一部改正

西桂町介護保険条例の一部改

会計年度任用職員の服務の宣誓を任用の形態等に応じた方法で行うこと
ができるようにするため、所要の規定の整備を図る改正

地方税法等の改正に伴う所要の改正

国民健康保険税における負担の公平性を図るため、「課税限度額の引き
上げ」と「軽減措置の拡充」することを規定した国民健康保険法施行令
の改正に伴う所要の改正

消費税引き上げに伴う、第１段階、第２段階、第３段階までの被保険者
の保険料を軽減するための所要の改正

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置を盛り込
んだ地方税法等の改正に伴う所要の改正

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための措置として、国民健
康保険被保険者のうち、被用者である方に「傷病手当金」を支給するた
めの所要の改正

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、外出自粛や休業要請によって深
刻な影響を被っている町民と町内事業者の状況を踏まえ、町長及び教育
長の給料月額の減額を行うための改正

文化財保護法第９２条に基づく発掘調査のための文化財保護専門員への
報酬の支払いが必要となるための所要の改正

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける被保険者への支援措置とし
て、国民健康保険税率の減率及び減額と、国民健康保険減免申請書の提
出期限の特例を設けるための所要の改正

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための措置として、傷病手
当金を支給する「山梨県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関す
る条例の一部を改正する条例」の施行に伴う所要の改正

新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免を行うため、
所要の改正

条　　例　　名 主な内容

　
小
山
正
則
議
員
か
ら
、
令
和
２
年
５
月
29
日
付
け

で
体
調
不
良
を
理
由
に
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の
議

員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
日
付
け
で
議
長
が
辞
職

を
許
可
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
小
山
議
員
は
、
平
成
24
年
11
月
に
西
桂
町
議
会
議

員
に
初
当
選
以
来
、
７
年
６
ヵ
月
間
を
西
桂
町
議
会

議
員
と
し
て
在
職
し
、
こ
の
間
、
第
45
代
西
桂
町
議

会
議
長
を
始
め
、
総
務
常
任
委
員
長
な
ど
議
会
の
数

多
く
の
要
職
を
歴
任
し
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
町
勢

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

議員辞職のお知らせ議員辞職のお知らせ
６月定例会

人事案件

牛
田
　
和
夫  

氏

渡
部
　
　
保  

氏

梶
原
　
健
造  

氏

井
上
　
秀
樹  

氏

重
田
　
玄
一  

氏

渡
邉
　
　
淳  

氏

高
尾
　
保
夫  

氏

小
林
　
利
男  

氏

前
田
　
豊
光  

氏

郷
田
　
敏
行  

氏

西桂町農業委員会
任命に同意《賛成全員》

小山　正則 氏
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世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
子
供

た
ち
は
学
校
が
休
校
と
な
り
、
教
育
や
生
活

な
ど
様
々
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
日
々
不
安
を
抱
え

な
が
ら
懸
命
に
努
力
を
怠
ら
ず
頑
張
っ
て
い

る
小
中
学
生
の
子
供
た
ち
へ
の
支
援
策
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
震
や
台
風
に
よ
る
電
柱
の
倒
壊
や
電
線

の
損
傷
に
よ
り
、
長
期
間
の
大
規
模
停
電
に

陥
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
な
ど
を
備
え
た

次
世
代
型
の
省
エ
ネ
建
物
（ZEB

）
に
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
町
の
避
難
所

に
つ
い
て
、
長
期
間
に
及
ぶ
停
電
時
に
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

発
生
し
た
災
害
や
被
災
者
の
状
況
等
に

よ
っ
て
、
避
難
所
の
収
容
人
数
を
考
慮
し
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
避
難
所
以
外
の
民
間

施
設
を
借
り
上
げ
、
避
難
所
と
し
て
開
設
す

る
な
ど
、
通
常
の
災
害
発
生
時
よ
り
も
可
能

な
限
り
多
く
の
避
難
所
の
開
設
や
、
災
害
の

瀧口幸男 議員瀧口幸男 議員瀧口幸男 議員

　
「
き
ず
な
未
来
館
」
は
、
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
再
生
可
能

　

感
染
リ
ス
ク
が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
の

中
、
避
難
所
な
ど
密
集
し
た
環
境
下
で
の
集

団
生
活
に
よ
り
、
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
す
る
恐

れ
も
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
避
難
所
に
お
け

る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

一般質問

　

小
中
学
校
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
教

育
環
境
も
激
変
し
、
学
校
で
は
休
校
に
よ
る

教
育
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
夏
休
み
を

短
縮
し
、授
業
を
補
う
日
程
が
組
み
込
ま
れ
、

学
校
行
事
の
多
く
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。　

　

そ
ん
な
中
で
自
宅
に
お
い
て
、
学
習
に
、

遊
び
に
、
軽
度
な
運
動
に
と
、
活
動
範
囲
を

制
限
さ
れ
な
が
ら
も
、
有
意
義
な
毎
日
を

送
っ
て
い
た
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校
生
活

を
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
感
染
防
止
の
た
め
の
携
帯
用
消
毒
ジ
ェ

ル
と
マ
ス
ク
等
の
セ
ッ
ト
又
は
、
熱
中
症
応

急
キ
ッ
ト
等
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

感
染
症
の
第
２
波
に
備
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
の
た
め
の
環
境
を
早
期
に
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
子
供

た
ち
へ
の
支
援
策
は
？

第
２
波
に
備
え
た

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

の
環
境
整
備

答

問
災
害
時
、
避
難
所
に
お

け
る
長
期
間
の
大
規
模

停
電
対
策
は
？

「
き
ず
な
未
来
館
」は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
導
入
し
活
用

避
難
所
の
衛
生
環
境
の
確
保

と
分
散
避
難
の
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
ま
す

答

答 問
避
難
所
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
は
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
し
て
お
り
、
非
常

用
電
源
設
備
と
併
せ
、
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
い
き

い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、

ガ
ス
式
発
電
機
を
配
備
し
て
お
り
、
そ
の
他

の
避
難
所
及
び
公
共
施
設
に
お
い
て
は
、
移

動
式
非
常
用
発
電
機
10
台
と
、
太
陽
光
発
電

も
可
能
な
蓄
電
池
12
台
を
備
蓄
し
て
お
り
、

長
時
間
の
停
電
に
対
応
し
て
避
難
先
で
の
必

要
最
低
限
の
電
気
を
賄
う
体
制
を
整
え
て
お

り
ま
す
。

状
況
に
応
じ
、
小
中
学
校
の
教
室
等
の
活
用

等
も
含
め
、
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
避
難
し
て

き
た
多
く
の
住
民
が
集
ま
る
と
、
密
閉
空
間

で
密
集
状
態
を
生
み
、
感
染
拡
大
の
危
険
性

が
高
ま
り
や
す
い
た
め
、
感
染
拡
大
の
防
止

対
策
と
し
て
、
十
分
な
換
気
に
努
め
る
と
と

も
に
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
ン
ト
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
を
用
い
て
、
避
難
者
同

士
の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
消
毒
の
徹

底
な
ど
、
可
能
な
限
り
避
難
所
の
衛
生
環
境

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
避
難
所

開
設
の
際
に
は
、
少
し
で
も
感
染
症
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
た
め
、
可
能
な
場
合
に
は
親
戚

や
友
人
の
家
な
ど
へ
の
分
散
避
難
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

   

保
育
所
周
辺
道
路

　
　
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」の
整
備

　
　

   

に
よ
る
園
児
の
交
通
安
全
の

              

確
保
を

　

保
育
所
の
園
外
活
動
時
の
保
育
園
児
及
び

引
率
の
先
生
方
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

保
育
所
周
辺
の
道
路
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に

対
す
る
注
意
を
促
す
「
キ
ッ
ズ
・
ゾ
ー
ン
」

の
看
板
の
設
置
や
路
面
の
塗
装
に
つ
い
て
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速

ご
検
討
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
来
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち
の
交
通
事
故

防
止
に
効
果
的
な
対
策
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
早
期
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

意
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問　会員数を教えてください。
角野さん　全員で 44 名です。
保育園児２名、小学生 22 名、中学生
５名、大人 15 名です。
問　練習日は。
角野さん　毎週火曜日と金曜日。コロ
ナウイルス感染症防止対策のため、火
曜日は活動を自粛しています。
問　練習時間は。
角野さん　午後７時～８時 30 分です。
問　練習場所は。
角野さん　西桂小学校体育館です。
問　今後の目標は。

角野さん　西桂剣友会が発足して 50
年になりますが、次なる目標は 100 年
です。
問　お知らせしたいことは。
角野さん　老若男女明を問わず会員を
募集しています。興味がある方は見学
に来て下さい。
問い合せ先　荒井　一成
　　　　　　☎ 25‌- ２１４７
問　行政に望むことは。
角野さん　
・各種団体の活動を実際に見学して、全 
 体の活動状況を把握し、バランスの取   

  れた町主体の運営を行ってもらいたい。
・現場の悩み相談を真摯に受け止めて 
　もらいたい。
・物心両面での協力をお願いしたい。
問　その他ＰＲをお願いします。
角野さん　
　西桂町剣友会は、剣道の理念「剣の
理法の修練による人間形成の道である」
に基づいた稽古を行っていますので、
子供たちには挨拶、礼儀、体力、克己心、
集中力、思いやりの心等が自然に身に
つきます。また、多数の高段者による、
きめ細かい指導体制が整っています。

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。
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代表：角  野　進

取材日：６月１２日
中村議員、岩田議員
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西桂剣友会の皆さん

発行責任者　西桂町議会議長　柏木　正
編集委員長／中村常実　　副委員長／山崎泰洋　　委員／勝俣豊一・酒井基和・岩田裕展

コミュニケーション広場では、西桂町で活動されている団体を紹介しています。
掲載を希望される団体は是非ご連絡ください。  （議会事務局：☎ 25-2121）


